
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
、

９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
。
今
年
の
台
風
15
号
、
19

号
、
日
本
列
島
各
地
で
豪
雨

や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が

発
生
し
、
そ
の
都
度
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
情
報
通
信
設
備
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

東
・
西
日
本
会
社
は
東
日

本
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を

踏
ま
え
て
「
『
つ
な
ぎ
続
け

る
』
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
を

２
０
１
６
年
に
公
表
し
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

通
信
産
業
本
部
は
、
こ
れ

ら
の
対
策
が
近
年
の
自
然
災

害
規
模
に
対
応
で
き
る
か
を

検
討
し
、
対
策
を
求
め
る
要

求
書
を
11
月
１
日
提
出
、
回

答
を
求
め
ま
し
た
。

東
・
西
日
本
会
社
の
回
答

は
、
い
ず
れ
も
「
会
社
の
責

任
に
お
い
て
適
切
に
対
処
し

て
い
る
」
「
人
員
の
配
置
等

に
つ
い
て
は
業
務
上
の
必
要

性
等
を
勘
案
し
対
処
し
て
い

る
」
と
具
体
的
な
中
身
の
な

い
も
の
で
し
た
。

台
風
15
号
が
発
生
し
た
９

月
９
日
以
降
、
１
１
３
番
故

障
受
付
の
応
答
率
が
大
き
く

落
ち
込
む
な
か
、
利
用
者
だ

け
で
な
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
部
内
か
ら

も
「
１
１
３
番
へ
電
話
し
て

も
繋
が
ら
な
い
」
「
１
１
３

以
外
に
相
談
、
受
付
を
す
る

窓
口
は
な
い
の
か
」
の
声
が

多
く
出
て
い
ま
す
。
ま
た
ベ

テ
ラ
ン
社
員
か
ら
も
「
以
前

は
こ
ん
な
広
域
支
援
は
滅
多

に
無
か
っ
た
。
保
守
要
員
の

削
減
と
集
約
の
表
れ
で
は
な

い
の
か
」
「
各
ビ
ル
の
電
源

設
備
強
化
が
必
要
だ
」
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
利
用
者
、
社
員

の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

国
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え

る
対
策
を
早
急
に
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
別
記
】
多
発
・
大
規
模
化

自
然
災
害
に
対
す
る
通
信
設

備
等
対
策
強
化
に
関
す
る
要

求
書
」
（
要
旨
）

１
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
長
時
間

化
、
移
動
電
源
車
の
エ
リ
ア

毎
の
増
配
備
を
行
う
こ
と
。

２
、
直
営
保
守
拠
点
の
集
約

方
針
を
改
め
、
直
営
技
術
者

の
育
成
・
増
強
、
通
信
建
設

会
社
を
含
め
た
災
害
復
旧
体

制
の
強
化
を
行
う
こ
と
。

３
、
１
１
３
の
状
況
は
極
め

て
深
刻
で
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
・
チ

ヤ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
化
に
よ
る
対

人
受
付
縮
小
方
針
を
改
め
、

災
害
対
応
が
可
能
な
受
付
要

員
確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
。

４
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
窓
口
の

常
設
を
速
や
か
に
検
討
す
る

こ
と
。
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２
０
１
９
年

ス
ポ
ー
ツ
界

主
な
出
来
事
。

イ
チ
ロ
ー
選

手
の
引
退
、

八
村
塁
の
ア

メ
リ
カ
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ド

ラ
フ
ト
１
順
目
指
名
、
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
▼
も
う
ひ
と
つ
大
き

な
出
来
事
と
い
え
ば
、
日
本

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
界
で
、
渋

野
日
向
子
（
ス
マ
イ
リ
ン
グ

シ
ン
デ
レ
ラ
）
選
手
が
、
樋

口
久
子
さ
ん
に
つ
い
で
、
42

年
ぶ
り
と
な
る
メ
ジ
ャ
ー
大

会
（
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
）

に
優
勝
し
ま
し
た
▼
彼
女
は
、

２
０
１
７
年
に
初
め
て
プ
ロ

テ
ス
ト
を
受
験
し
ま
し
た
。

一
緒
に
受
験
し
た
勝
み
な
み
、

新
垣
比
菜
選
手
達
と
の
レ
ベ

ル
の
差
を
痛
感
し
た
そ
う
で

す
。
惜
し
く
も
不
合
格
と
な

り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
プ
ロ

テ
ス
ト
に
見
事
合
格
を
果
た

し
ま
し
た
▼
国
内
で
メ
ジ
ャ
ー

優
勝
し
た
今
年
５
月
以
降
は
、

シ
ブ
コ
（
渋
野
選
手
の
愛
称
）

を
ひ
と
め
見
よ
う
と
観
客
が
、

押
し
寄
せ
一
大
ブ
ー
ム
と
な

り
ま
し
た
▼
来
年
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
か

け
た
熾
烈
な
争
い
が
６
月
ま

で
続
き
ま
す
。
（
宗
和
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
第
２
四
半
期
決

算
報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
好
調
な
業
績
を

示
す
決
算
報
告
で
あ
り
、
営

業
収
益
は
３
期
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
し
、
計
画
よ
り

上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

６
０
０
億
円
の
上
方
修
正
を

行
う
と
し
て
い
ま
す
。
営
業

利
益
は
減
益
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
も
当
初
計
画
に

織
り
込
み
済
み
で
、
計
画
は

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
利

益
計
画
の
見
直
し
は
行
わ
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

自
社
株
取
得
も
政
府
株
の

放
出
を
受
け
、
当
初
予
定
を

大
き
く
上
回
る
５
０
１
１
億

円
の
自
社
株
取
得
を
実
施
す

る
と
い
う
好
調
ぶ
り
で
す
。

台
風
な
ど
に
よ
る
大
規
模

災
害
に
対
し
、
通
信
産
業
本

部
と
し
て
も
「
災
害
対
策
強

化
に
む
け
た
要
求
書
」
を
提

出
し
対
応
の
強
化
と
改
善
を

求
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

持
株
社
長
会
見
で
も
停
電
対

策
と
し
て
、
今
年
度
中
に
ド

コ
モ
の
中
ゾ
ー
ン
基
地
局

（
基
盤
を
強
化
し
、
多
様
な

自
然
災
害
に
対
し
強
靭
な
備

え
を
持
た
せ
た
基
地
局
、
災

害
時
に
は
ア
ン
テ
ナ
の
角
度

を
遠
隔
操
作
で
変
更
が
可
能
）

を
全
国
で
３
０
０
局
増
や
し

２
０
０
０
局
に
す
る
。
社
用

車
を
１
０
０
％
Ｅ
Ｖ
に
し
基

地
局
の
停
電
対
策
に
利
用
す

る
。
約
４
０
０
台
の
移
動
電

源
車
を
一
元
管
理
す
る
。
事

前
に
台
風
な
ど
の
災
害
予
測

を
行
い
、
故
障
修
理
班
を
事

前
に
配
備
す
る
な
ど
の
災
害

対
策
を
行
う
こ
と
を
述
べ
、

前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
て
い

ま
す
。

災
害
復
旧
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー

が
必
要
で
す
。
技
術
力
の
継

承
と
人
員
の
確
保
で
、
通
信

設
備
の
迅
速
な
災
害
復
旧
は
、

公
共
性
を
担
う
企
業
と
し
て

の
大
切
な
責
務
で
す
。
人
減

ら
し
や
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る

労
働
強
化
や
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
低
下
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

国
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
対
策
を

秋
晴
れ
の
11
月
17
日
、
静

岡
市
葵
区
の
駿
府
城
公
園
で
、

「
浜
岡
原
発
の
再
稼
働
に
反

対
す
る
」
の
一
点
で
「
浜
岡

原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
な
い

ひ
ま
わ
り
集
会
」
（
実
行
委

員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
１

０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

林
克
実
行
委
員
長
は
「
関

西
電
力
の
高
浜
原
発
を
巡
っ

て
大
き
な
お
金
が
動
い
た
。

原
発
は
放
射
能
で
環
境
を
汚

染
す
る
だ
け
で
な
く
お
金
で

地
域
を
汚
染
す
る
」
「
経
団

連
会
長
の
『
浜
岡
原
発
を
早

く
再
稼
働
さ
せ
た
い
』
と
い

う
発
言
に
た
い
し
、
川
勝
平

太
知
事
は
再
稼
働
で
き
る
状

況
で
な
い
と
発
言
。
こ
れ
は

私
た
ち
の
署
名
活
動
の
到
達

点
だ
」
「
未
来
の
子
供
た
ち

へ
安
全
な
土
地
を
残
し
て
い

こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
メ

イ
ン
ス
ピ
ー
チ
を
第
22
回
平

和
・
協
同
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

基
金
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
お

し
ど
り
マ
コ
＆
ケ
ン
が
行
い
、

脱
原
発
金
曜
ア
ク
シ
ョ
ン
の

皆
さ
ん
が
活
動
を
報
告
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
、
市
内
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。

通
信
産
業
本
部
は
近
年
の
自
然
災
害
多
発
に
伴
い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
情
報
通
信
提
供
の
中
核

を
担
う
企
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
で
今
日
の
自
然
災
害
規
模
に
対
応
で
き
る
か
検

討
し
、
対
策
を
求
め
る
「
多
発
・
大
規
模
化
自
然
災
害
に
対
す
る
通
信
設
備
等
対
策
強
化

に
関
す
る
要
求
書
」
（
別
記
）
を
東
・
西
日
本
会
社
に
提
出
し
、
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

す
べ
て
の
争
議
の
早
期
全

面
解
決
を
め
ざ
し
企
業
の
横

暴
を
許
さ
ず
、
解
雇
・
差
別

を
な
く
そ
う
な
ど
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
12
月
５
日
、
全
労
連
・

東
京
地
評
争
議
支
援
総
行
動

が
取
り
組
ま
れ
、
都
内
４
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
行
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
会
社
前
で
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
継
続
雇
用
裁

判
争
議
支
援
行
動
が
行
わ
れ
、

原
告
３
人
が
そ
ろ
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。
京
都
か
ら
来
た

青
木
実
原
告
は
、
裁
判
が
11

月
７
日
に
大
阪
高
裁
で
控
訴

棄
却
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

「
２
０
１
３
年
、
企
業
の
雇

用
継
続
が
義
務
付
け
ら
れ
た

が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
50
歳
時
に
退

職
拒
否
を
し
た
社
員
に
つ
い

て
は
雇
わ
ず
、
法
律
を
守
っ

て
い
な
い
。
上
告
し
、
最
高

裁
で
た
た
か
い
ま
す
の
で
ご

支
援
お
願
い
し
ま
す
」
と
訴

え
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
本
社

前
争
議
支
援
行
動
に
初
め
て

参
加
し
た
無
期
雇
用
逃
れ
裁

判
の
原
告
は
冒
頭
「
２
０
１

８
年
６
月
に
福
岡
地
裁
に
提

訴
し
て
か
ら
１
年
半
が
経
過
、

こ
の
裁
判
は
労
働
契
約
法
第

18
条
を
な
き
も
の
に
し
よ
う

と
し
た
企
業
と
の
た
た
か
い
」

と
指
摘
。
「
無
期
転
換
へ
の

権
利
獲
得
ま
で
あ
と
一
年
と

迫
っ
た
年
に
、
嘱
託
社
員
の

雇
い
止
め
を
強
行
。
一
年
限

り
の
限
定
正
社
員
に
し
て
無

期
転
換
を
阻
止
し
、
60
歳
定

年
後
は
、
賃
金
が
半
減
す
る

契
約
社
員
へ
と
再
び
有
期
雇

用
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と

現
在
の
状
況
を
述
べ
「
新
し

い
労
働
法
制
を
な
き
も
の
に

す
る
不
正
を
、
社
会
は
断
じ

て
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を

世
論
に
広
げ
る
た
た
か
い
を

し
て
い
ま
す
」
と
訴
え
ま
し

た
。日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
な

ど
へ
の
支
援
争
議
行
動
も
行

い
ま
し
た
。

大
阪
争
議
支
援
行
動
は
12

月
６
日
、
大
阪
か
ら
す
べ
て

の
争
議
を
無
く
そ
う
と
早
朝

宣
伝
後
、
13
の
企
業
等
へ
抗

議
・
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
前
集
会

に
は
90
人
が
参
加
。
「
改
正

高
年
法
」
に
則
っ
て
継
続
雇

用
を
行
え
と
要
請
し
ま
し
た
。

毎
年
過
去
最
高
と
な
る
利
益
は

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

強行採決に国会前で抗議
12月４日、日米貿易協定承認案や公立教職員給与等

特別措置法改定案が十分な国会審議もないまま参院本

会議で自民、公明などの賛成で可決、成立しました。

参院議員会館前には各団体や市民200人が集まり「日

本の農業守れ」「教員の変形労働時間制導入やめろ」

「強引な採決は許さない」と怒りの声をあげました。

ﾒｰﾙ:koetcwu@gmail.com
電話:03-5355-7932

（NTT東日本ホームページ（9月22日）より作成）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
利
用
者
、
社
員
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
よ

多発・大規模自然災害に対する要求書を提出

２０２０働くみんなの要求アンケートにご協力を
・パソコンはhttp：//tcwu.org 黄色のバナーから
・スマホはＱＲコードからお願いします。

⇒非
正
規
で
働
く
方

⇒社
員
は
こ
ち
ら

ＮＴＴは高年齢者雇用安定法を守れ
労働契約法１８条を守り無期転換を行え

再
稼
働
反
対
を
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
参
加
者
・
11
月
17
日

１２・５争議支援総行動

浜岡原発の再稼働を許さない

11･17ひまわり集会 in 静岡

持
株
会
社
前
で
抗
議
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
継
続

雇
用
裁
判
原
告
の
皆
さ
ん
（
12
月
５
日
・
東
京
）

ＮＴＴ西日本会社へ要請（12月6日 大阪）

大
阪
争
議
支
援
総
行
動

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
要
請

保守要員の削減・拠点集約をやめ 人材の確保・育成を
電柱やケーブル等の被災状況


